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エグゼクティブサマリー  

インテルは、2006 年第 4 四半期、x86 サーバー向けで業界初のクアッドコアプロセッ

サーを市場に投入した。クアッドコアプロセサーへの需要は高く、2007 年上半期の

出荷数で 100 万個を突破することが、インテルでは視野に入っている。2007 年 3 月時

点で、インテルに対するプロセッサーの新規発注は、5 分の 1 がクアッドコアプロセ

ッサーであった。インテルのクアッドコアプロセッサーは、1 ソケットシステムまた

は 2 ソケットシステムに対応している。 

本調査レポートでは、マルチコア／マルチソケットプラットフォーム向けに設計さ

れたワークロードに注目して、2006 年に発売されたクアッドコアインテル Xeon プロ

セッサー5300 番台の市場動向、顧客への提案価値および導入プランについて考察す

る。また、本調査レポートでは、クアッドコアインテル Xeon プロセッサー5300 番台

の導入顧客へのインタビューから得られた、IT 要件と実運用環境での利用パターン

に関するフィードバックについても紹介する。 

はじめに  

クアッドコアテクノロジーでは、メモリー、I/O、キャッシュを共有する 4 つの論理

処理ユニット（コア）を単一のプロセッサー上に配置することによって、消費電力

をシングルコアやデュアルコアプロセッサーと同等かそれ以下に抑えながらも、よ

り高度な処理性能を実現している。コア当たりの消費電力が低減されたことで、プ

ロセッサーとしての消費電力当たり性能が向上した。ユーザーは、個々のアプリケ

ーションにそれぞれ専用のコアを割り当てることによって、プラットフォームを自

然に統合することができる。また、単一のプロセッサーで同時に複数のスレッドを

処理できるため、アプリケーションに複数のスレッドが存在する場合や、複数のア

プリケーションを実行している場合に、待機時間を短縮することも可能である。本

調査レポートでは、主にサーバーを取り上げるが、クアッドコアテクノロジーは 2 ソ
ケットのワークステーションでも有用である。 

 

ク ア ッ ド コ ア テ ク ノ ロ ジ ー が 顧 客 に も た ら す 変 化  

デュアルコアインテル Xeon プロセッサー5100 番台を搭載しているサーバーは、クア

ッドコアインテル Xeon プロセッサー5300 番台と、ソケット互換性がある。デュアル

コアインテル Xeon5100 番台を搭載している既設サーバーから、プロセッサーアップ

グレードでクアッドコア化をするユーザーは多くない、と IDC ではみている。しか

し、ユーザーが望めば円滑なクアッドコアへのプロセッサーアップグレードが可能

である。クアッドコアプロセッサーでは、従来のソフトウェアも実行できる。その

際、ソフトウェアのコード変更は一切不要であり、それまでのソフトウェア使用権

を引き継ぐことができる。  

クアッドコアテクノロジーは、従来のシングル／デュアルコアアーキテクチャーよ

りもきわめて高性能であるため、顧客にとっては多大なメリットが予想される。ク
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アッドコアサーバーは、わずか 12～18 か月前に提供されていたシステムの 3～5 倍の

パフォーマンスを実現することによって、新しい価値を顧客にもたらした。現在の

システムをアップグレードするか、新しいシステムに切り替えるだけで、計算能力

を飛躍的に向上することができる。設置面積を増やす必要もなく、かつ、より少な

い台数のサーバーにアプリケーションを統合することが可能である。つまり、クア

ッドコアテクノロジーは、データセンターにおける消費電力の抑制と設置スペース

の利用効率向上を顧客にもたらす。 

 

ク ア ッ ド コ ア プ ロ セ ッ サ ー の 魅 力  

Figure 1 を見ると、2006 年のマルチコアプロセッサーシステムの顧客購入金額が前年

に比べて急増したことが分かる。2006 年のマルチコアプロセッサーシステムの顧客

購入金額は、前年比 60％増のプラス成長を記録した。x86 システムにおけるマルチコ

ア化の進展が、この高成長をもたらしている。オペレーティングシステム別に見る

と、Windows システムが前年比 1,200％増、Linux システムが同 500％増、UNIX シス

テムが同 10％増のプラス成長を記録している。全システムの顧客購入金額に占める

マルチコアシステムの比率は、2005 年の 27％から、2006 年には 42％に増加した。 

 

F I G U R E  1  

世界サーバー市場  プロセッサー／オペレーティングシステム別顧客購入

金額、2 0 0 5～2 0 0 6 年  

シングルコア
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Windows　　Windows UNIX　　 　UNIX Linux　　　 Linux

 

Source: IDC's Quarterly Server Tracker, 4Q06 

 

x86 サーバー市場は、シングルコアからデュアルコアプロセッサーへ急速に移行しつ

つある。このプラットフォームの移行は、より強力かつ柔軟な処理を可能にするサ

ーバーコンピューティングへの新しい一歩とみなされている。デュアルコアプロセ

ッサーへの移行は現在も進行中であるが、2006 年 11 月、インテルは OEM パートナ

ーと共に、クアッドコアテクノロジーを採用したサーバーの出荷を開始した。クア

ッドコアテクノロジーへの移行は急速に進行しているため、シングルコアサーバー

の設置台数を上回るのも時間の問題であろう。クアッドコアプロセッサーの導入に
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より、コンピューターの計算能力は大幅に向上し、シングルコアシステムと同等の

コストで 3～5 倍のパフォーマンスを実現できるようになるであろう。 

状況分析  

アプリケーションの新規導入や可用性の改善のために、ハードウェアリソースへの

ニーズが高まりつつある今日、エンタープライズデータセンターでは多くの課題に

直面している。かつて同じ理由で IT 組織内のサーバー設置台数が増加し、運用管理

が複雑化する中で、IT スタッフはサービスレベルを保持するために、大きな負担を

強いられた。過去 12～18 か月間、多くの IT 組織は、この悪循環を断ち切る新興テク

ノロジーを望んでいた。多くの地域で景気回復が進むにつれて、新しい IT プロジェ

クトへの支出が増加しているからである。 

仮想化：サーバーの仮想化が、多くの顧客にとって有効なテクノロジーであること

は周知の事実である。ハードウェアの使用率を向上させ、管理のオーバーヘッドを

削減できるからである。メインフレームが 30 年以上前から仮想化（パーティション

化）されているように、仮想化というテクノロジー自体は決して目新しいものでは

ない。しかし、x86 サーバー市場にとっては革新的なテクノロジーであり、現在急速

に導入が進められている。2005 年～2010 年に仮想化環境構築のために新規導入され

るサーバーの台数は、現在の 3 倍以上になると IDC ではみている。このように 1 台

の物理サーバーを複数の論理サーバーとして利用すると、与えられたハードウェア

リソースの使用率が上がり、有効活用につながる。また、システムをより迅速に配

備したり、物理サーバー上の論理サーバーを移動させるポータビリティーツールを

使用して可用性を改善したりできる。さらに、仮想化によって、ビジネスの変化に

迅速に対応できるため、現在多くの企業や組織では、仮想化をインフラストラクチ

ャーの標準ビルドとして使用することを真剣に検討している。 

IDC では、クアッドコアシステムを導入するかどうかを決定する鍵は「仮想化」であ

ると考えている。仮想化は、複数のアプリケーションを単一のシステムに統合し、

クアッドコアシステムの処理能力を有効に活用するための優れたツールである。 

処理能力：新しい IT プロジェクトへの支出が増加してきた過去 12～18 か月の間に、

マルチコアシステムの導入も進んだ。これは、仮想化を通してシステムの使用率を

向上させる必要があったのに加え、より高い処理能力を要求するシステムの増加と、

高密度コンピューティング環境構築へのニーズの高まりが同時に起こったことで、

ユーザーの購買意欲が刺激されたためである。つまり、消費電力を抑えながらコン

ピューターの処理能力を高めることができるというマルチコアシステム本来の優位

性が、同システムの導入を促進したといえる。  

サーバー設置台数：2003 年以降、約 200 万台のマルチコアサーバーが出荷されている

が、全世界のサーバー設置台数（約 3,000 万台）に対する比率を見ると、デュアルコ

ア／マルチコアプロセッサーハードウェアのシェアは決して高くないのが現状であ

る。しかし、この状況は変わりつつある。2006 年のマルチコアシステムの販売台数

は、全世界の販売台数のうち 30％に達した。2007 年には、同比率が 80％まで増加す

ると見込まれている。 

 

ソ フ ト ウ ェ ア の マ ル チ コ ア 対 応  

商用スレッドソフトウェア：今日のサーバーオペレーティングシステムや、主要な

サーバーアプリケーションは、マルチプロセッサー／マルチソケットシステムで動

作するように設計されている。IDC では、プロセッサー／ソケット当たりのコア数を

増やすと、以下の 2 つの点で物理サーバー上において実行可能なワークロードに効果

があるとみている。1 つは消費電力を抑えながらコンピューターそのものの処理能力
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を向上させることができるという点である。もう 1 つは、仮想化によって柔軟性が増

し、ワークロードを特定のコアに割り当てることができるという点である。 

過去数年間、マルチコアテクノロジーは市場の注目を集めてきた。それは、サーバ

ーベンダーが、高スループットが要求される場面でパフォーマンス重視のワークロ

ードを実現する技術として、マルチコアテクノロジーを位置付けたためである。こ

の様なワークロードは、8 ソケット以上のスケーラブルな SMP サーバーに対する投資

の 62％を占めている。データベースアプリケーション、業務処理アプリケーション、

ビジネスインテリジェンス／意思決定サポートアプリケーション、科学技術計算／

ハイパフォーマンスコンピューティングアプリケーションといったワークロードが

含まれる。 

これらのアプリケーションを提供している ISV の例を以下に示す。 

` データベース：このワークロード分野では、ISV の統合が進んでいる。今日の市

場はオラクル、IBM、マイクロソフト各社の製品が大半を占めている。 

` 業務処理：このワークロード分野では統合が進んでいる。ピープルソフト、J.D.
エドワーズ、シーベルはオラクルに買収され、オラクルと SAP の 2 社の製品が

競合している。 

` 科学技術計算／ハイパフォーマンスコンピューティング：このワークロード分

野は、まだそれほど統合されていない。シノプシス、ケイデンスデザイン、メ

ンター・グラフィックス、オートデスク、フルーエント、ダッソーなど大手 ISV
の製品が含まれている。 

` ビジネスインテリジェンス／意思決定サポート：この分野はエマージングエリ

アである。SAP、オラクル、IBM、マイクロソフト、ビジネスオブジェクツ、

SAS、ハイペリオン、テラデータなどの製品が含まれている。 

クアッドコアプロセッサーは、上記のビジネスアプリケーションを実行するためだ

けではなく、進化する Web サービスにとっても理想的なプロセッサーである。  

` 新しいアーキテクチャー：インテルのクアッドコアテクノロジーを支えている

のは、新しいインテル Core マイクロアーキテクチャーである。このアーキテク

チャーは、ソフトウェアアプリケーションのスレッド化の良し悪しに関係なく、

有用である。1 サイクル当たり 4 命令を実行するワイド・ダイナミック・エグゼ

キューション・エンジンと、大容量のオンダイキャッシュを搭載している。前

者ではアプリケーションのスループットを 33％改善し、後者ではメモリーサブ

システムへの依存を小さくして、メモリー・レイテンシーを低減している。 

` プラットフォームの拡張機能：インテルのクアッドコアテクノロジーは、最大動

作周波数 2.66GHz、最大バス速度 1,333MHzを実現しており、プラットフォームレ

ベルのその他の新機能と組み合わせることで、サーバーのワークロードが高い場

合や高速計算処理が必要な場合にも対応することが可能である。プラットフォー

ムレベルの新機能には、最大 64GB の 667MHz 対応 FB DIMM （Fully Buffered 
DIMM）メモリーと、インテル QuickData テクノロジーと呼ばれる高速入出力機

能などがある。  

` ソフトウェア開発：仮想化によってタスクの並列処理を行い、アプリケーショ

ンの開発とテストの所要時間を短縮する場合も、クアッドコアテクノロジーを

利用することができる。冗長なシステムを排除し、関連するオーバーヘッドを

なくすことにより、システムやリソースのトータルコストを削減できる。 



©2007 IDC Japan #206309_t1 5 

 

マ ル チ コ ア ／ マ ル チ ス レ ッ ド シ ス テ ム の 利 点  

2005 年に IDC が実施した調査『Software Licensing in Multicore, Multithreaded, and Virtual 
Environments （IDC #05C4547、2005 年 9 月発行）』によると、マルチコアまたはデュ

アルコアプロセッサーハードウェアを導入した動機としては、作業の最小化とリソ

ース最大利用であったとの回答が大多数を占めた。多くの組織が、マルチコアハー

ドウェアを導入したことによって、データセンターの物理サーバー数を減らし、管

理作業を軽減できたと言及している。マルチコアハードウェアには、この他にもい

くつかの利点がある。たとえば、1 平方フィート当たりの処理出力を増やして、現状

と同じか現状より狭いスペースにより多くの処理能力を投入することができる。さ

らに、複雑化する管理作業を軽減できる点も注目すべき利点である。たとえば、同

じマザーボードに 2～3 個のプロセッサーを搭載すると、2 つの別々のサーバーを運

用するよりもシンプルかつ堅牢な環境を実現できる。 

エネルギー 

全世界のサーバー設置台数が過去最高の 3,000 万台を突破した今日、多数の IT部門が、

電気料金の高騰、不十分な冷却システム、データセンターの設置効率の向上に頭を

悩ませている。 

消費電力と冷却の問題が大きくなり始めたため、データセンターの管理者は、IT イ

ンフラストラクチャーの運用コストに影響を及ぼす各種要因に注意を払わなくては

ならなくなった。以下では、2 つのシナリオを通して、消費電力と電気料金を決定す

る主な要因について説明する。 

` ある企業で現在運用しているサーバー台数は 1,000 台である。その大半が x86 シ

ステムで、残りは順に RISC、EPIC、CISC から成る典型的な異機種混在環境であ

る。2005 年の調査結果によると、全サーバーの 4 年間の電力および冷却コストは

380 万ドルとなっている。電気料金は年率 2％で増加するため、電力および冷却

コストは約 20 万ドル増（5％増）となる見込みである。  

` 上記の企業では、ビジネスの成長期待値に合わせて、今後 5 年間でサーバー台数

を 2 倍にする計画がある。新規サーバーを少数ずつ設置した場合、消費電力は毎

年徐々に増加し、5 年間の電気料金は 910 万ドルに達する。一方、よりエネルギ

ー効率の高いサーバーを設置して一定の電力消費量を維持した場合、5 年間の電

気料金は 520万ドルで済む（44％のコスト減）。  

Figure 2 に、1996 年～2010 年までの全世界の設置サーバーの電力および冷却コスト

と、新規サーバーのコストの変遷を棒グラフで示す。同期間のサーバー設置台数の

変化は折れ線グラフで示す。このデータによると、2005 年の新規サーバーのコスト 1
ドル当たり 0.48 ドルが電力および冷却コストである。このことは、新規サーバーの

コストと電力および冷却コストの割合が 1 ドル当たり 0.21 ドルであった 2001 年に比

べて、急速に増加していることを示している。2010 年には、この割合は 0.71 ドルに

まで増加する見込みである（注：IDC の調査によると、大規模なデータセンターで

は、電力コストがすでにサーバーコストと同額になっている場合もある）。 
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F I G U R E  2  

全世界の設置サーバーの電力および冷却コスト、1 9 9 6 年～2 0 1 0 年  

電力および冷却コスト（十億ドル）

新規サーバー導入コスト（十億ドル）

導入ベース（百万台）

(十
億

ド
ル
)

（
百
万
台

）

電力および冷却コスト（十億ドル）

新規サーバー導入コスト（十億ドル）

導入ベース（百万台）

(十
億

ド
ル
)

（
百
万
台

）

 

Source: IDC, 2007 

 
クアッドコアシステムでは、消費電力と設置面積のバランスを制御しながら、シン

グルコアシステムの 3～5 倍の処理性能を実現可能である。  

設置効率の向上 

過去 10 年以上、企業はデータセンターにおける設置効率の向上に取り組んできた。

この取り組みの中で、1999 年にラックマウント対応サーバーが登場し、データセン

ターのサーバーの設置面積を縮小することが可能となった。これにより、2003 年ま

でには、ラックマウント対応サーバーの設置台数がラックマウント非対応サーバー

の設置台数を上回った。同様に、2002 年には、ラックマウント対応サーバーに代わ

る新しい設置効率を向上させるソリューションとして、ブレードサーバーが導入さ

れた。ブレードソリューションはまたたく間に普及し、2003 年の市場構成比はサー

バー市場全体の 3.5％であったが、2006 年には 8.4％にまで増加した。クアッドコアプ

ロセッサーはすべてのフォームファクターで使用可能であるが、限られた電力コス

トおよび面積でパフォーマンスを最適化するために、比較的小規模なフォームファ

クターであるラックマウント対応サーバーやブレードサーバーで特に威力を発揮す

る。省電力と高パフォーマンスのバランスを取ることにより、床面積と電力の利用

効率を最大限に高めることができる。 
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仮想化 

小型で処理能力の高いサーバーを利用し、さらに仮想化を行うことによって、床面

積の利用効率を高めることができる。各サーバーの使用率を改善したり、既存のデ

ータセンターを統合して、設置面積と消費電力を削減したりすることが可能である。

クアッドコアプロセッサーでは、このような重要なコスト削減を行いつつ、アプリ

ケーションの応答時間を短縮している。  

仮想化ソフトウェアまたは仮想マシン（VM）ソフトウェアでは、さまざまな方法で

リソースの分割を行う。たとえば、単一のプロセッサーで複数のオペレーティング

システムを実行したり、複数のリソースを 1 つのリソースのように見せかけてたり

（仮想ストレージ／クラスタリング）、リモートリソースをローカルリソースであ

るかのように利用したりする。仮想化には、インテル・バーチャライゼーション・

テクノロジー（インテル VT）のようなハードウェアアシストも使用できる。本調査

レポートで取り上げているインテルのクアッドコアプロセッサーにも、インテル VT
が搭載されている。仮想化ソフトウェアは、実際に処理を行っているコンピュータ

ーの種類を隠蔽するので、仮想化ソフトウェア上では、目的に合わせて、単一のコ

ンピューターを複数のコンピューターとして利用したり、複数のコンピューターを

単一のコンピューティングリソースとして利用したりすることができる。 

ユーザーは、仮想化ソフトウェアのレイヤーを使用することによって、パフォーマ

ンス、拡張性、信頼性／可用性のニーズや、システム使用率の最適化のニーズを満

たすことが可能である。また、複数のドメインから単一の管理ドメインを作成する

こともできる。ただし、そのためには、それぞれの製品がこれらのニーズに対応し

ている必要がある。 

2006 年に IDC が実施した仮想化の調査によると、x86 サーバー分野での仮想化の導入

が急速に進んでいる。調査に回答した組織の 50％が VM を導入しており、そのうち

半数以上のサーバーで実稼働レベルのアプリケーションを実行している。このこと

から、x86 システムの仮想化がメインストリームの技術として広く受け入れられてい

ることが分かる。 

消費電力と放熱量 

IT 部門は、より強力なサーバーシステムを使用して、より厳しいワークロード要件

に対応する必要があることを理解する一方で、データセンターの構築と運用には高

いコストがかかることも認識している。IDC は、米国において、2009 年には、デー

タセンターがサーバー台数の半数以上を保有することになると予測している。また、

2009 年のサーバーの稼働台数は 4,000 万台を突破し、その電力コストは年間 50億ドル

を上回る見通しである。これには、冷却コストは含まれていない。サーバーのサイ

ズ、消費電力、冷却コストを削減できれば、新規データセンター導入のための資本

コストと既存の設備における運用コストの両方に大きな影響を与えられる。 

サーバーの設置密度が年々高くなっているのに対し、サーバーのサイズは年々小さ

くなっているが、その反面、消費電力と冷却コストは上昇の一途をたどっている。

主な原因は、サーバーに搭載された複数のシングルコアプロセッサーである。これ

らのプロセッサーは以前より多くの電力を消費し、放熱量も高い。消費電力が高い

と、大型の電源装置を使用する必要があり、内部冷却装置も増設する必要がある。

今日、ラック当たりで必要とする消費電力量は 8～12kW であるため、データセンタ

ーの構築コストと運用コストが上昇する。ブレードサーバーのような次世代サーバ

ーでは新しいプロセッサーが使用されているため、コストはさらに上昇する。顧客

も、電力会社がデータセンターに供給できる電力量について考慮する必要がある。

場合によっては、特に企業が集中しているビジネス街では、ラック当たりの電力供

給量がわずか 1kW 程度になることもある。 
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これらの要因が背景となって、IT 部門では、コスト効率が高い消費電力設計や熱設

計の施されたサーバーを用いることで、十分な処理能力を供給できるようにするこ

とが重大な関心事となってきている。データセンターの要件と企業のワークロード

要件を満たす適切なサーバーを選択するための主要な基準として、消費電力当たり

性能が考慮され始めている。  

消費電力当たり性能 

クアッドコアインテル Xeon プロセッサー5300 番台によって、x86 サーバー市場にお

けるサーバーの消費電力当たり性能が改善された。同じ電力要件でパフォーマンス

レベルがシングルコアシステムの 3～5 倍のクアッドコアプロセッサーは、シングル

コアシステムの 3～5 倍の消費電力当たり性能の実現が可能である。クアッドコアイ

ンテル Xeon プロセッサー5300 番台の熱設計電力は、120 ワット、80 ワット、50 ワッ

トの 3 段階になっている。インテルのクアッドコア製品の大部分は、本レポート内の

比較で使用した 80 ワットプロセッサー製品である。120 ワットプロセッサー製品は高

パフォーマンスであるため、要求の多いアプリケーションにも対応可能である。一

方、50 ワットプロセッサーは、若干価格が高いが、80 ワットバージョンと同等のパ

フォーマンスをより低い消費電力で実現しており、電力供給量に制約のある環境に

適した製品である。 

 

シ ン グ ル コ ア ア ー キ テ ク チ ャ ー の パ フ ォ ー マ ン ス を 凌 駕 す る

ク ア ッ ド コ ア ア ー キ テ ク チ ャ ー  

本調査レポートでは、従来のシングルコアプロセッサーと、それに代わるものとし

て登場したクアッドコアプロセッサーとの比較に焦点を当て説明する。顧客スナッ

プショットでは、デュアルコアプロセッサーについても一部触れている。  

顧客スナップショット 

インテルの IT 部門：クアッドコアプロセッサーによるサーバーの統合  

インテルの IT 部門は、クアッドコアインテル Xeon プロセッサー5300 番台使用して、

1 台のサーバー上の複数の仮想マシン（VM）に、8 台の物理マシンのテストワークロ

ードを統合した。  

その結果、2 ソケットのクアッドコアサーバーでは、統合前の 8 台の Pentium III プロ

セッサー搭載サーバーより、ワークロード処理時間が 66％高速化され、ワークロー

ド当たりの消費電力は 86％低くなった。デュアルコアインテル Xeon プロセッサー

5148 搭載サーバーと比較しても、クアッドコアサーバーのワークロード処理時間の

方が 34％高速であった。また、ワークロード数が増えても処理時間が安定してお

り、処理時間を予測しやすいという結果が得られた。 

この結果から、特に CPU 負荷の高いアプリケーションでの高度な統合化と仮想化と

いう点で、クアッドコアインテル Xeon プロセッサー5300 番台に大きな可能性がある

ことが判明した。インテルでは、8 台から 1 台へのサーバー統合当たりで、サポート、

ネットワーク償却、電力／冷却コストなどを含む直接的な運用コストを年間 6,024 ド

ル削減できるものと見込んでいる。 

BMW Automobi les：サービス部門のシステム統合  

最高品質の製品とサービスを提供することで知られる BMW Automobiles は、自動車

製品とそれに伴う関連サービスの供給および追跡を可能にするため、クアッドコア

システムを使用してプラットフォームを統合したいと考えていた。BMW Automobiles
のサービス環境は、診断、部品管理、追跡、車両 ID の追跡などを行う複数のシステ
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ムで構成されており、BMW Automobiles 販売代理店のサービス環境は、5 年に 1 回の

ペースで更新または変更されていた。  

BMW Automobiles の目標は、クライアントサーバー環境を構築し、そこですべてのア

プリケーションを統合して、データの作成および管理機能を改善することであった。

この段階では、複数のシステムが独立して存在している状態であったため、ラボテ

ストを実施し、これらのシステムの可用性とバイアビリティ（生存性）を検証した。

クアッドコアサーバーのパフォーマンスと仮想化により、新しいコスト構造とその

実現のためのツールを得ることが可能となった。分析の結果、コストを削減し、さ

らに生産性の向上も期待できることが分かった。定量的に効果を測定するのは容易

ではないが、生産性の向上は、コスト削減以上に重要である。仮想化を行うことで、

分散していた異なるアプリケーションを統合することができる。必要なのはデータ

のアクセス、収集、および管理のみで、ソフトウェアプログラムを完全に同期させ

る必要はないため、IT スタッフの作業負担が軽減される。BMW Automobiles では 30
年以上のデータを蓄積し、有効なシステムの変更を計画している。  

デュアルコアに対するクアッドコアの付加価値についての補足となるが、BMW 
Automobiles では、クアッドコアプロセッサーは 5 年間の更新サイクルが一巡するま

で交換する必要はないが、デュアルコアプロセッサーは 5 年以内に交換するとしてい

る。これらの新しいシステムは、全世界 3,000 以上の BMW Automobiles 販売代理店に

展開される計画である。  

サービスサポート 

インテル・ソリューション・サービスは、データセンターへのクアッドコアシステ

ムの導入など、顧客がテクノロジーを導入する際の課題を解決できるようにサポー

トする。ソリューションとサービスの提供を通して、顧客が既存のデータセンター

の処理資源やインフラストラクチャーを評価し、テクノロジーの移行計画策定を行

えるように支援する。インテル・ソリューション・サービスのサポート内容は、ク

アッドコアプロセッサーを導入する顧客における、評価、計画、実装要件の準備を

通して、統合、標準化、IT の自動化戦略の実現を支援することである。これらの戦

略はいずれも、処理資源の仮想化、消費電力と放熱量の削減、システム運用の自動

化を計画している顧客にとって重要なポイントとなる。 

エコシステムのサポート 

主要なハードウェア／ソフトウェアベンダーは、インテルのクアッドコアプロセッ

サーをサポートしている。デル、富士通／FSC、IBM、HP、NEC、サンなどの主要な

システムベンダーはいずれも、既存システムからのアップグレード、もしくはクア

ッドコアプロセッサーを搭載したサーバーを顧客に提供できる。マイクロソフト、

オラクル、レッドハット、IBM、BEA、SAP、SAS、ノベル、ヴイエムウェア、シマ

ンテック、サイベース、サンガード、シュルンベルジェなどの主要なソフトウェア

ベンダー（ISV、OSV の両方）もこのアーキテクチャーをサポートしている。  

さらに重要な点は、インテルが、ソフトウェアの開発と継続的な最適化を行うた

め、この環境用の包括的なソフトウェアツール群も構築している点である。インテ

ルが開発したマルチコアカリキュラムは、40 校以上の大学で採用され、これまでに

7,000 人以上の学生がトレーニングを受講している。さまざまなアウトリーチプログ

ラムには 40 万人以上の開発者が参加している。これらの開発者はいずれも、マルチ

コアシステムを導入する利点を完全に実現できるよう、さまざまな業界で準備を行

っている。その結果、現在のエンタープライズサーバーソフトウェアの大半をコー

ド変更なく実行でき、今日のクアッドコアプロセッサーで優れたパフォーマンスス

ケーリングを実現できるようになることが期待される。 
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I D C の分析：課題と市場機会  
将来的に、インテルのクアッドコアシステムは非常に大きな市場機会を獲得すると

共に、いくつかの課題にも直面すると考えられる。その課題は、市場ダイナミクス

／マルチコア対応に関する課題と、技術面の課題に分類される。  

ソフトウェアライセンスモデル：新しいソフトウェアの価格設定戦略が生み出され

エンドユーザーが採用することによって、市場ダイナミクスが変化している。2005
年に IDC が発行した調査レポート『Software Licensing in Multicore, Multithreaded, and Virtual 
Environments』によると、マルチコア化がソフトウェアの価格に与える影響について、

上昇するとしたユーザーと、下がるとしたユーザーに 2 分される。しかし、ソフトウ

ェアの価格設定はテクノロジーの導入に大きな影響を及ぼさないというのが IDC の

見解である。仮想化の導入が進み、ほとんどすべての主要 ISV でサーバーソフトウェ

アの準備が整い、多くのサーバーアプリケーションがスレッド化され、エンドユー

ザーの採用が進んでいる。マルチコアコンピューティングは、業界全体のソフトウ

ェアの価格設定のダイナミクスを変化させる。IDC は、マルチコアシステム導入に対

して明確なビジネスバリューを提供する公正なライセンスポリシーへの期待とニー

ズについて、ユーザー同士がオープンな対話を重ねることが望ましいと考えている。 

ソフトウェアのパフォーマンススケーリング：インテルは、IT 業界および教育／研

究分野でソフトウェアツールとトレーニングの開発を継続する必要がある。主な技

術的障害は、高性能なシングルスレッドアプリケーションである。極端な例では、

高性能シングルスレッドアプリケーションは、クアッドコアプロセッサーよりも、

コア数が少なく待機時間の短いデュアルコアプロセッサーで実行する方が適してい

る場合もある。高性能シングルスレッドアプリケーションは市場が非常に小さいた

め、インテルが今日提供しているコア数のバリエーションで対応することができ

る。  
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シングルスレッドアプリケーションの適用：もう 1 つの障害になり得るのは、従来の

シングルスレッドビジネスアプリケーションである。しかし、シングルスレッドアプ

リケーションのパフォーマンス要件は、仮想化テクノロジーを利用し、単一のシステ

ムに複数のアプリケーションをロードすることによって、通常は満たされる。結果的

に、大半のアプリケーションで、クアッドコアプロセッサーを利用できるようになる。

そのためにはアプリケーションをスレッド化したり、仮想化を利用することによっ

て、複数のアプリケーションを単一のサーバーに統合する必要がある。 

マイクロソフトの仮想化ソリューション：クアッドコアの導入に影響を及ぼすもう 1
つのテクノロジーは、2008 年にリリース予定のマイクロソフトの新しいサーバーオ

ペレーティングシステムが提供する次世代仮想化プラットフォームである。この製

品の発表は、クアッドコアの導入のプラス要因となり、仮想化の導入事例の増加を

もたらすことが期待できる。 

本調査レポートでは、クアッドコアプロセッサーの優れた処理パフォーマンス、価

格パフォーマンス、消費電力当たり性能などについて説明し、クアッドコアプロセ

ッサーを導入するメリットを詳しく述べた。インテルの次世代 Xeon プロセッサーが

市場に登場すると、既存の多数のアプリケーションを変更なしで実行できるように

なる。これらの利点と高可用性アプリケーションによって、この新しいアーキテク

チャーは、新しい 1 ソケット／2 ソケットシステムの購入意欲を大いに刺激すること

になるであろう。  

結論  

インテルは、市場をリードするクアッドコアテクノロジー対応のプロセッサーファ

ミリーを開発し、最初に市場に投入した。主要なハードウェア／ソフトウェアベン

ダーは、これを完全にサポートしている。さまざまな分野で活動する多数のエンド

ユーザーが早期テストに参加し、このアーキテクチャーの有用性と効果を検証し

た。インテルは、ソフトウェアツールと業界トレーニングの基盤を提供することに

よって、業界の準備態勢を整え、ソリューションの導入実績に貢献した。主要なク

アッドコア属性は、すでに大多数のサーバーアプリケーションで利用可能であるた

め、サーバー仮想化ソフトウェアとハードウェアアシストにより、アプリケーショ

ン統合を主要な利用モデルにすることができる。  

インテルのクアッドコアプロセッサーシステムは、処理パフォーマンス、価格パフ

ォーマンス、消費電力当たり性能のすべての面で既存のシステムより優れているた

め、顧客に対する価値提案が明確である。ある HPC ユーザーのコメントによると、

「デュアルコアからクアッドコアへの移行は非常に容易である」という。そして、

シングルコアからクアッドコアへの移行は、さらに魅力的なオプションである。  
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